
みやざき中央支援学校の生徒さんより、心のこもった絵画を寄贈していただきま
した。
鮮やかな色彩がふんだんに使われており、豊かな表現力に職員一同魅了されてい
ます。
寄贈された作品は、緩和ケア病棟5階・6階およびC館1階に展示しております。
お近くにお越しの際は、ぜひご覧ください。

生徒さんへのメッセージ（カード・QRコード）を
準備しておりますので、お気軽に感想等をお寄せ下さい。
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宮崎医療センター病院
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新年のご挨拶
病院長 田畑 直人

明けましておめでとうございます。

新たな決意で新年を迎えられたことと存じます。

私事ながら、宮崎に移り住んで50年、医師となって40年以上が経ちました。
外科医として県内外の病院を転々とした後、25年前から当院に勤務して病院
の変遷を見守りながら歩んできました。

この間に、医療界は大きく様変わりしました。昭和の時代には「ワークライ
フバランス」という言葉すらなく、医師の矜持のみで馬車馬のように働いて、
働いて、働いていました。やがて医療事故が大きく取り上げられるようにな
り、患者の不信感と医療者の萎縮・自己防衛につながり、「医療崩壊」とい
う言葉も生まれました。救急などの最前線の医療現場から立ち去る医師が増
え、専門以外は診なくなっていきました。さらには新臨床研修制度の導入に
より、医師は都会を目指し、外科系などのきつい診療科は敬遠されるように
なりました。

現在、宮崎は地域や特定診療科の医師不足、救急医療の逼迫など、さまざま
な問題に直面しています。これまで病院で完結していた医療は、地域完結型
へと移行し、やがては県全体で人材と診療機能の集約化を進めて医療圏をつ
くっていく時代へと向かっています。

宮崎医療センター病院も、超高齢化と働き手不足社会の波にのみ込まれてい
きます。人材難・経営難に直面する激動の時代、当院はどのように戦い、生
き残っていくのかが問われています。キーワードが2つあると考えます。

ひとつはマーケティング──地域は私たちに何を求めているのか、私たちは地域にどのような形で貢
献していくのかを常に考えること。もうひとつはイノベーション──変化を恐れず、より良くなると
いう強い意志をもって、自律的に進化していく組織となることです。
今年は「丙午（ひのえうま）」の年です。400人が志を一つにして道を切り開き、地域のため、患者
のため、仲間のため、家族のため、そして何より自らの幸福のために一歩一歩踏み固めながら前へ進
んでいく所存です。

本年もよろしくお願いいたします。

★みやざき中央支援学校 絵画紹介★
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8月18日(月)に消防団の方々に、実際に災害時での対応・用具の使用方法等をレクチャーしていただきました。今回は合同で、
地域住民の方々と技能実習生も一緒に参加しました。
日頃、あまり使うことのないオイルジャッキ・発電機・救急担架の組み立て方等の使い方をしっかり学びました。
これから起こり得る災害に地域医療として、どう一人ひとりが対処していかなければならないのか考える機会になりました。

居宅療養管理指導とは、要介護状態になった場合でも、利用者ができる限り自宅で、自分の能力に
合わせて自立した日常生活を送れるよう、医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士、または歯科衛生士
などが、通院が難しい利用者宅を訪問して、心身の状況や置かれている環境などを把握します。
それらを基に療養上の管理や指導を行うことで、その方の療養生活の質の向上を目指すサービスです。
当院では、管理栄養士が医師の指示に基づき、利用者宅へ訪問し、栄養管理に関わる情報提供や相談、
助言などを行います。このサービスは月に2回まで利用する事ができます。

このようなお悩みはありませんか？
〇食欲がなく、食事量が減ってきている
〇最近急にやせてきた 等
食事でお困りでしたら、一度ご相談下さい。

（お問合せ）： 0985-26-2800（代） 担当 入佐

●理念
・私たちは、自分が受けたい医療・看護・介護を提供します。

●基本方針
・患者さまの権利と尊厳を大切にし、心のこもった医療・看護・介護を提供します。
・根拠に基づいた説明のできる医療・看護・介護を実践します。
・全職種による安全で質の高いチーム医療を行います。
・急性期から在宅医療までを繋ぐ医療・看護・介護を提供します。
・地域連携に努め、地域包括ケアシステムの発展に貢献します。
・お互いを信頼し、やりがいと誇りを持てる職場にします。

（メッセージ用QR）
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★緩和ケア病棟★

緩和ケア病棟では毎月1回、レクリエーションを行っています。写真は10月～12月に行ったレクリ
エーション活動の様子です。患者様の気分転換になるようにと毎月アイデアを練っています。私た
ちはがんの終末期患者様とそのご家族に対し、多職種協働で質の高い緩和ケアを目指して行きます。

★10月 秋の大運動会★

★11月 もみじ祭り★

★12月 クリスマス会★

★腰痛予防講習★

12月に、全職員を対象とした腰痛予防講習会を行いました。
職員が安心して働き続けられるよう、安全衛生管理を大切にしながら、今後も腰痛の予防に向けた
取り組みを進めていきます。

★職場体験★

クリスマスの定番曲を、ハンドベル・バイオリン・ピアノによる演奏で
披露していただきました。会場は華やかな装飾で彩られ、終始にぎやか
な雰囲気のクリスマス会となりました。
また、サンタクロースから患者様へクリスマスプレゼントをお渡しする
と、笑顔があふれ、患者様やご家族の皆様にも楽しいひとときをお過ご
しいただきました。

緩和ケア病棟のフロアごとに赤組・白組に分かれて大運動会を開催しました。
病棟医師による開会宣言の後、入院患者様にも玉入れや障害物競走にご参加いただき、患者様や
ご家族の皆様にも笑顔あふれるひとときをお楽しみいただきました。
パンスト相撲では赤組・白組の病棟医師による対決が行われ、会場は大いに盛り上がっていまし
た。

11月27日から29日の3日間、宮崎西中学校の生徒さんを迎え、職場体験学習を実施しました。
看護・介護・医療技術分野の各部署を回り、さまざまな職種の業務を体験していただきました。
全国的に医療業界への就職者が年々減少する中、今回の職場体験を通じて、一人でも多くの学生
が医療業界の仕事に関心を持ってくれることを願っています。

当院の理学療法士による腰痛予防の解説と、
実践的なシミュレーションを行っている様子
です。
腰痛を抱える職員も多く、自宅や職場で早速
取り入れようとする職員の姿が多く見られま
した。

秋を感じていただけるよう、
栄養科がこしあん入りの生
菓子を中心としたお菓子を
用意しました。
患者様が召し上がりやすい
よう工夫されたお菓子は、
患者様やご家族の皆様にも
大変好評でした。

【外来受付時間】

●受付時間（TEL:0985-26-2800） ●診療時間（TEL:0985-26-2800）

受付時間 月 火 水 木 金 土 日 祝日 診療時間 月 火 水 木 金 土 日 祝日

8:30～11:00 ● ● ● ● ● 休診 休診 休診 9:00～12:00 ● ● ● ● ● 休診 休診 休診

※検査等に時間のかかる場合がございますので、早めにお越しください。

※午後診療についてはお問い合わせください。（13時～16時 要予約）

※詳しくはホームページをご確認ください。

●休診日

土曜日・日曜日・祝日、年末年始

●ご用意していただくもの

健康保険証

その他（お持ちになっている方）→紹介状、老人医療 受給者証 、医療福祉費請求書

●お知らせ

・外来診察は予約を除き、午前中のみとなっております。

・医師不在の場合は担当医を変更することがあります。

・緊急時を除き土日祝日の診療は行っておりません。

・発熱外来診療を実施しています。感染防御対策のため、受診は電話予約制となっています。
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